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デジタルオーディオプレイヤーで楽しみ方に変化
業界全体で次世代音楽配信プラットホームの構築が必要

日本における音楽配信市場は、1996年頃から商業的な配

信がスタートした。米国とあまり変わらない時期にスタート

しているものの、音楽業界、レコード業界、ネット業界の複

雑な力学の中でビジネスとしては沈滞したまま今日に至って

いるため、大きく米国などに出遅れることになった。

■　音楽を楽しむスタイルに大きな変化

2004年は日本でもユーザーのオーディオニーズが大きく変

化したことで、日本のオーディオメーカーは完全にアップル

社（米国）やアイリバー社（韓国）などの外国製品にオーデ

ィオ売り場とユーザーニーズを奪われていると言っても過言で

はない状況になっている。

つまり、音楽配信はレコード業界とネット配信事業者間の

縄張り争いから、オーディオ業界をも交えた三社の協業によ

る市場創造対応への変化をユーザーは求めている。その点で、

日本は完全に出遅れていると言える。

2004年はデジタルオーディオプイヤーの販売台数が大きく

飛躍したことで、音楽を楽しむライフスタイルが大きく変化

した。CDやMDの再生からデジタルオーディオへシフトして

きたことで音楽配信ビジネスモデルが比較的シンプルな構造

で躍進する米国や韓国に比べると、日本は事業モデルそのも

のが未成熟なままと言える。

■　メジャーレーベルによる音源提供の必要

日本では、長い間音楽配信サービスに関してはレコード業

界や音楽業界から非常にネガティブに扱われてきた経緯があ

る。米国のようなレコード会社は供給元、音楽配信事業者は

ユーザーへの配信という分業体制は否定されてきたが、その

代わり、レコード会社出資（ソニーミュージック主体）でレ

ーベルゲート社が設立され、事実上、同社によりメジャーレ

ーベルの独占的な状況での配信がスタートし、今日に至って

いる。

やっと日本でも2004年から一部のメジャーレコード会社が

複数のネット事業者へ音源の供給を開始したことは大いなる

前進と言えるが、レコード産業やオーディオ産業において世

界でも有数の市場を有する先進国と言われた日本の実力から

すると、まだまだ音楽配信後進国と言われても仕方がない状

日本の音楽配信の現状と課題

況である。

■　日本モデルの次世代音楽配信の提案

しかし、日本の音楽配信は米国よりも大きく遅れた分、有

利な側面もある。ビジネスモデルやユーザーニーズの進化を

明確にウォッチすれば、最先端の音楽配信プラットホームを

構築することが可能になるからだ。より本格的で先進的な音

楽配信ビジネスモデルが完成することも夢ではなく、叶えば

間違いなく世界最先端の音楽配信環境が整うことになる。

今後の課題は、次世代音楽配信プラットホームの整備と実

用化に向けて、関連業界全体で共同研究と共同事業化を推

進し、音楽のフラットな再生環境をユーザーに提供すること

である。

音楽再生環境の横断的な共有こそが、本来デジタル音楽

配信の目的と役割であり、CDの代替技術ではない究極のユ

ーザービリティを提供する必要がある。

■　今後の課題

1.レコード業界の対応（音源の本格供給、販売価格の柔軟性

確保）

2.音楽ケータイとオーディオ機器、PC機器メーカーとの連携

3.音楽配信事業者とキャリアとの連携

4.DRM技術と認証局サービスの融合

■　次世代音楽配信プラットホームの特徴

1.次世代携帯の音楽機能とデジタルオーディオのネット連携、

メディア連携の確立

2.携帯の課金機能、認証機能の有効活用

3.独立認証局による認証、仲介機能の活用によるネット間、

機器間の再生環境共有
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2005年3月時点の携帯オーディオプレ

イヤーの販売台数のシェアは、半数近く

をiPodが占め、続いて韓国製品が占めて

いる。ソニーがネットウォークマンを発売

したのは4月であり、それ以降、ソニーは

少しずつシェアを回復してきている。

アップルに次いで韓国製品も人気
資料5-3-1　携帯オーディオメーカー別販売台数シェア（2005年3月）

アップル 
45.7％ 

RioJapan 
10.7％ 

iRiver 
9.3％ 

クリエイティブメディア 
8.0％ 

ソニー 
6.1％ 

松下 
電器産業 
3.6％ 

その他 
16.6％ 

出所　BCN「BCNランキング」2005年3月調査

日本では携帯電話での音楽利用が世界で最も進化している。「着メロ」に続き、「着うた」のダウンロードも1億を

超えている。

携帯電話での利用が先行する日本の音楽配信
資料5-3-2 音楽配信サービスのサイト数推移 資料5-3-3 音楽配信サービスのダウンロード数推移
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